
平
成
二
十
年
二
月
六
日
提
出

質

問

第

五

九

号

自
衛
隊
員
の
自
殺
防
止
に
向
け
た
防
衛
省
の
取
り
組
み
並
び
に
組
織
の
あ
り
方
に
対
す
る
同
省
の
認
識
に
関
す

る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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自
衛
隊
員
の
自
殺
防
止
に
向
け
た
防
衛
省
の
取
り
組
み
並
び
に
組
織
の
あ
り
方
に
対
す
る
同
省
の
認
識
に
関
す

る
質
問
主
意
書

国
家
公
務
員
の
中
で
も
自
衛
官
の
自
殺
件
数
が
飛
び
抜
け
て
多
い
こ
と
を
取
り
上
げ
た
質
問
主
意
書
に
対
す
る
「
政
府
答
弁

書
一
」
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
二
一
二
号
）
、
「
政
府
答
弁
書
二
」
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
三
四
三
号
）
、
「
政
府
答
弁
書

三
」
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
三
八
〇
号
）
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

「
政
府
答
弁
書
一
」
で
は
、
防
衛
省
の
事
務
官
等
を
含
む
自
衛
官
の
自
殺
が
国
家
公
務
員
の
中
で
飛
び
抜
け
て
多
い
こ
と

に
つ
い
て
、
「
防
衛
省
と
し
て
は
、
自
殺
防
止
対
策
を
強
力
に
推
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
て
お
り
、
一

般
職
の
国
家
公
務
員
の
自
殺
の
状
況
を
も
踏
ま
え
つ
つ
、
自
衛
官
の
自
殺
の
原
因
等
に
つ
い
て
分
析
及
び
検
討
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
の
防
衛
省
の
認
識
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
二
〇
〇
八
年
二
月
六
日
現
在
、
右
の
自
衛
官
の
自
殺
の
原

因
等
に
つ
い
て
の
分
析
及
び
検
討
は
ど
の
様
な
進
捗
状
況
で
あ
る
か
、
具
体
的
に
説
明
さ
れ
た
い
。

二

「
政
府
答
弁
書
一
」
で
は
、
「
防
衛
省
と
し
て
、
自
衛
隊
員
の
自
殺
防
止
に
つ
い
て
は
、
防
衛
庁
（
当
時
）
に
設
置
さ
れ

た
『
自
衛
隊
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
検
討
会
』
に
よ
る
平
成
十
二
年
十
月
六
日
の
『
自
衛
隊
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
に
関
す
る
提
言
』
を
踏
ま
え
、
二
十
四
時
間
受
付
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
な
ど
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制
の
充
実
、
メ
ン

一



タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
啓
発
教
育
の
実
施
の
徹
底
、
自
殺
し
た
隊
員
の
身
近
な
隊
員
や
御
遺
族
に
対
す
る
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
等

の
施
策
を
検
討
し
、
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
十
五
年
七
月
十

五
日
、
防
衛
庁
長
官
政
務
官
（
平
成
十
九
年
一
月
九
日
か
ら
は
防
衛
大
臣
政
務
官
）
を
本
部
長
と
す
る
自
殺
事
故
防
止
対
策

本
部
を
防
衛
庁
（
平
成
十
九
年
一
月
九
日
か
ら
は
防
衛
省
）
に
設
置
し
、
右
に
述
べ
た
施
策
の
ほ
か
に
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

施
策
強
化
期
間
の
設
定
、
専
門
家
に
よ
る
全
国
各
地
で
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
講
演
、
借
財
が
自
殺
の
原
因
の
一
つ

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
中
隊
長
等
が
隊
員
の
指
導
に
当
た
っ
て
参
考
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
手
引
の
全
国
の
部
隊
等
へ
の

配
布
、
部
内
外
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
等
に
関
す
る
相
談
先
を
記
載
し
た
カ
ー
ド
の
隊
員
へ
の
配
布
及
び
携
行
の
徹
底
、
医
療

の
充
実
と
し
て
う
つ
病
に
陥
る
危
険
性
の
あ
る
隊
員
へ
の
早
期
治
療
や
う
つ
病
等
患
者
へ
の
精
神
科
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
、
防
衛
省
に
お
け
る
自
衛
隊
員
等
職
員
の
自
殺
防
止
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
右
答
弁
に
あ
る
「
自
殺
事
故
防
止
対
策
本
部
」
は
、
二
〇
〇
三
年
七
月
十
五

日
に
設
置
さ
れ
て
以
来
、
い
つ
ど
の
様
な
会
合
が
行
わ
れ
、
報
告
書
や
提
言
書
等
、
何
ら
か
の
形
で
活
動
結
果
に
つ
い
て
の

報
告
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

三

二
の
答
弁
に
「
専
門
家
に
よ
る
全
国
各
地
で
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
講
演
」
と
あ
る
が
、
右
の
専
門
家
と
は
具
体

二



的
に
ど
の
様
な
資
格
を
有
し
、
ど
の
機
関
か
ら
派
遣
さ
れ
た
者
を
指
す
の
か
。
ま
た
、
右
の
「
講
演
」
が
行
わ
れ
た
日
に

ち
、
場
所
、
講
師
及
び
講
演
に
要
し
た
費
用
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四

二
の
答
弁
に
「
借
財
が
自
殺
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
中
隊
長
等
が
隊
員
の
指
導
に
当
た
っ
て
参
考
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
手
引
」
と
あ
る
が
、
右
の
「
手
引
」
の
具
体
的
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

五

二
の
答
弁
に
「
部
内
外
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
等
に
関
す
る
相
談
先
を
記
載
し
た
カ
ー
ド
」
と
あ
る
が
、
右
の
「
カ
ー
ド
」

の
具
体
的
内
容
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

六

「
政
府
答
弁
書
二
」
で
は
、
い
じ
め
に
つ
い
て
「
『
い
じ
め
』
と
は
、
一
般
に
、
弱
い
者
を
苦
し
め
る
こ
と
を
い
う
も
の

と
承
知
し
て
い
る
。
」
と
の
定
義
が
な
さ
れ
、
「
政
府
答
弁
書
三
」
で
は
、
自
衛
隊
に
お
け
る
上
官
か
ら
部
下
へ
の
、
ま
た

は
同
僚
間
で
の
い
じ
め
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
て
い
る
事
例
は
直
近
十
年
で
何
件
あ
る
か
と
の
問
い
に
対
し
て
、
い
じ
め
と
し

て
懲
戒
処
分
を
行
っ
て
は
い
な
い
と
し
た
上
で
、
「
上
位
の
階
級
等
に
あ
る
者
が
、
部
下
等
に
不
法
又
は
不
当
に
精
神
的
又

は
肉
体
的
苦
痛
を
与
え
る
行
為
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
事
実
関
係
を
把
握
し
た
上
で
、
私
的
制
裁
、
傷
害
又
は
暴
行
脅
迫
と

し
て
懲
戒
処
分
を
行
っ
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
右
答
弁
に
あ
る
、
私
的
制
裁
、
障
害
又
は
暴
行
脅

迫
と
し
て
懲
戒
処
分
の
対
象
と
な
る
、
上
位
の
階
級
等
に
あ
る
者
に
よ
る
部
下
等
に
対
す
る
不
法
又
は
不
当
に
精
神
的
又
は

三



肉
体
的
苦
痛
を
与
え
る
行
為
は
、
直
近
十
年
で
何
件
報
告
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
ど
の
様
な
懲
戒
処
分
が
下
さ
れ
て
い

る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七

防
衛
省
内
に
人
事
関
係
施
策
等
検
討
会
議
と
い
う
、
自
衛
隊
は
じ
め
防
衛
省
の
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
会

議
の
場
（
以
下
、
「
会
議
」
と
い
う
。
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
と
承
知
す
る
が
、
「
会
議
」
に
は
ど
の
様
な
人
物
が
出
席
し

て
い
る
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
「
会
議
」
の
回
次
ご
と
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

八

防
衛
省
の
Ｈ
Ｐ
に
「
会
議
」
の
議
事
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
議
事
録
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
四
年
一
月
二
十
二
日
に

行
わ
れ
た
四
回
目
の
「
会
議
」
に
お
い
て
、
「
会
議
」
に
は
栗
林
座
長
は
じ
め
、
仮
野
委
員
、
桐
村
委
員
、
杉
山
委
員
、
田

辺
委
員
、
津
久
井
委
員
、
冨
田
委
員
、
福
田
委
員
の
七
名
の
委
員
の
他
に
、
九
名
の
各
自
衛
隊
の
曹
ク
ラ
ス
自
衛
官
、
人
事

第
一
課
長
一
名
の
計
十
八
名
が
参
加
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
右
の
座
長
は
じ
め
七
名
の
委
員
は
ど
の
様
な
人
物

か
。
防
衛
省
に
所
属
す
る
人
物
か
、
ま
た
は
評
論
家
等
、
外
部
の
人
間
か
。

九

八
の
七
名
の
委
員
の
中
の
一
人
が
自
衛
官
の
自
殺
に
つ
い
て
「
自
殺
の
原
因
を
究
明
す
る
こ
と
も
大
事
で
す
が
、
精
強
な

自
衛
隊
を
作
る
た
め
に
は
、
質
の
確
保
が
重
要
で
あ
り
、
自
殺
は
自
然
淘
汰
と
し
て
対
処
す
る
発
想
も
必
要
と
思
わ
れ
ま

す
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
右
の
発
言
を
し
た
委
員
は
誰
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四



十

九
の
自
衛
隊
員
の
自
殺
を
自
然
淘
汰
と
し
て
対
処
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
委
員
の
発
言
に
対
す
る
防
衛
省
の
見
解
如
何
。

自
殺
を
選
ぶ
自
衛
隊
員
は
精
強
な
自
衛
隊
を
作
る
上
で
障
害
と
な
り
、
淘
汰
さ
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
る
と
防
衛
省
は
認
識
し

て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

五


